
京都版ミニ・ミュンヘンについて①
「京都版ミニ・ミュンヘン」とは

○ ドイツの「ミニ・ミュンヘン」のように、子どもたちだけの仮設のまちをつくり、子どもたち自身が、通貨
や税金、まちのルールを決め、選挙によって市長を選び、まちを運営する取組。

○ 子どもの自主性・自立性を育むとともに、大学生や若者が、企画段階から子どもたちをサポートすることで、
子どもと若者の交流機会を増やし、「子育ては楽しいもの」というポジティブなイメージを広げることが目的。

京都版ミニ・ミュンヘン in福知山（令和６年８月12日）

本番前本番前

○ 小中学生が中心となり、大学生・若者が子どもたちをサポートする形で、ワークショップを複数回開催
し、子どものまちの通貨、税金の仕組み、ルール、店舗、市長を決める。

本番本番
○ 当日参加の子どもも含め、約300人の子どもがまちの市民となり、まちを運営。
○ 働くことにより得られた給料の一部を税金として納め、市長を中心に、税金の使い道を決定。

通貨
（デザインも子どもたちが作成）市長・副市長市長選の投票ワークショップの様子

ハローワークで仕事を探す 子どもたちの仕事の様子 税金の使い道を決定 大学生が子どもたちをサポート 1

資料４



京都版ミニ・ミュンヘンについて②
京都版ミニ・ミュンヘン in八幡（令和６年10月６日）
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○ ワークショップから参加した小中学生も含め、合計約200人の小中学生が参加。
○ 大人の入場を禁止して、子ども市長によるオトナ見学ツアーを実施。
○ ボランティアの高校生・大学生や商店街の大人が子どもを見守りサポート。
○ 当日は、市役所や銀行、本屋など19店舗が出店。集められた税金は、じゃんけん大会の実施や、子ど
もたちへの水の支給に使われた。

市長・副市長市長選の投票ワークショップの様子 ハローワークで仕事を探す

子どもたちの仕事の様子

じゃんけん大会

集合写真オトナ見学ツアー
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参加した子ども、保護者、サポート役の大学生等の声
子どもからの主な意見
・自分でお店を運営し、色々なお店で買い物をしたのが楽しかった。もっと店舗を増やしたいので、来年も
あれば是非参加したい。
・「まちをより良くしたい」という想いから、市長に立候補。多くの子どもが楽しそうに働き、笑顔で過ご
してくれる姿を見て、嬉しかった。
・お店の運営を通じて、知らない人たちとも交流ができ、仲良くなれた。
・サポートしてくれた大学生には、色々と優しくアドバイスをもらい、沢山助けられた。
・銀行での仕事を通じて、まちの生活を支えているという実感を得ることができた。
・仲間に支えられながら、市長としてまちを引っ張るという経験をし、これは、実際の世の中でも大切なこ
とだと感じた。
・大人が実際にしている仕事の大変さを学び、将来に向けて、これから色々と知識をつけていかなければな
らないと感じた。

保護者からの主な意見

・色んな大人や地域の方と子どもが関わる機会が増えれば、自分の子を知っていてくださる方も増え、子育
てをするうえで安心感がある
・普段は大人が準備したイベントへの参加が多いが、子どもが企画から参加し、実際に働いたことで、まち
の賑やかさは、色々な準備のもとに成り立っていると学べたように思う。

大学生等からの主な意見
・「子育て」は、実際に経験しないと分からないことが多く、ネガティブなものではないことを学んだ。
・子どものために頑張る大人の姿を見て、「子育ては、こんなにもあたたかいものなのだ」と感じた。
・子育てはできないと思い込んでいたが、今回参加して、自分にも誰かを尊重しながらサポートする力があ
ることを知り、「私にも子育てができるかもしれない」、「今後の人生設計に子育てを組み込んでみよう」
と思うきっかけとなった。
・子どもが自ら考え、行動する姿を目にしたことで、子どもというのは、「できないことが多いのではなく、
できることを増やしている過程である」と知り、比較的自分の子育てを楽観的に考えられるようになった。
・子どもと関わる楽しさも大変さも知り、子育てに対する漠然としたイメージが現実になったように感じた。
多くの同世代にも是非同じ経験をしてほしい。
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、令和７年度以降について
令和７年度以降の取組について

・今後は、本事業の趣旨に賛同いただける個人・団体との協働により、取組を継続、拡充させていきたい。
・令和７年度は、京都府・京都市・京都市児童館連盟の３者で連携の上、京都市内で開催することとし、
令和７年10月25日（土）梅小路公園で開催予定（児童館連盟主催「京都やんちゃフェスタ」同時開催）

・子育て環境日本一推進会議の参画団体の皆様におかれましては、是非視察にお越しいただきたい。

子どもスタッフ募集チラシ


